
　令和３年度は「安心して暮らすことのできるまちづくり」「産業育成による活気あるまちづくり」

「ひとが輝くまちづくり」の３つの方針を基に、皆さまが安全で安心な生活ができるよう、生活支援

やインフラ整備など予算の執行に取り組んできました。

� ※数値は万円未満四捨五入で計算しています。

【　歳　出　】 （単位：万円）

区   分 金 額 構成比

議 　 会 　 費 3,730 0.7％

総 　 務 　 費 94,714 19.1％

民 　 生 　 費 75,864 15.3％

衛 　 生 　 費 46,057 9.3％

農  林  業  費 46,287 9.3％

商 　 工 　 費 8,020 1.6％

土 　 木 　 費 65,445 13.2％

消 　 防 　 費 15,236 3.1％

教 　 育 　 費 30,460 6.1％

災 害 復 旧 費 2,017 0.4％

公 　 債 　 費 48,517 9.8％

給 　 与 　 費 60,083 12.1％

諸支出金・予備費 0 0.0％

歳出合計 496,430 100.0％

歳入歳出差引残額	 19,731

繰越明許額	 9,674

実質収支額	 10,057

（単位：万円）

区   分 金 額 構成比

町 　 　 　 税 29,515 5.7％

地方譲与税等交付金 21,304 4.1％

地 方 交 付 税 261,373 50.6％

分担金及び負担金 7,792 1.5％

使用料及び手数料 8,067 1.6％

国 庫 支 出 金 53,925 10.5％

道  支  出  金 32,041 6.2％

財  産  収  入 4,176 0.8％

寄 　 附 　 金 4,417 0.9％

繰 　 入 　 金 42,529 8.2％

繰 　 越 　 金 1,003 0.2％

諸 　 収 　 入 9,701 1.9％

町 　 　 　 債 40,318 7.9％

歳入合計 516,161 100.0％

　財政状況について、実質的な収支は黒字を維持しています。

　90％を超えると硬直化しているとされる財政の弾力性や自由度を示す経常収支比率は74.6％

（R2 76.3％）と良好な水準を保っています。

　また、借金の割合が25％を超えると財政を圧迫しているとされる実質公債費比率においても

4.5％（R2 2.9％）と良好な水準を保っています。

【　歳　入　】

自主財源
20.8％

依存財源
79.2％

地方譲与税
利子割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
国庫支出金
道支出金
町　債

町税
分担金・負担金
使用料・手数料・財産収入
寄附金
諸収入
繰越金

人件費
14.3％

物件費
12.2％

補助費等
17.2％

扶助費
5.1％

維持補修費
2.9％

普通建設

事業費
13.1％

災害復旧費
0.4％

公債費
9.8％

積立金
12.6％

貸付金
1.1％ 繰出金

11.3％

消費的

経費

51.7％

投資的

経費

13.5％

公債費

9.8％

その他

25.0％
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